
大
久
保
一
翁
と
共
に

海
舟
が
大
久
保
一
翁
と
と
も
に
、

西
郷
隆
盛
と
江
戸
城
明
け
渡
し
の

会
談
を
し
た
慶
應
四
年
三
月
。

以
前
か
ら
西
郷
は
「
勝
先
生
の

見
識
に
惚
れ
申
し
た
」
と
云
っ
て

い
た
。
ま
た
海
舟
も
「
私
よ
り
格

が
上
か
も
知
れ
ぬ
」
と
高
く
評
価

し
て
い
た
。
三
月
一
四
日
の
会
談

で
は
慶
喜
公
の
助
命
と
徳
川
宗
家

の
存
続
に
つ
い
て
、
西
郷
は
云
い

切
っ
た
。「
私
が
一
身
に
か
け
て

お
引
き
受
け
申
す
」。

勝
海
舟
も
ま
た
「
幕
府
な
ど
は

す
で
に
不
要
の
も
の
」
と
云
い
切

っ
た
。
お
た
が
い
に
固
い
信
頼
関

係
が
あ
っ
た
か
ら
明
治
維
新
の
夜

明
け
を
迎
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

旗
本
ら
一
万
三
千
人

さ
て
新
政
府
は
徳
川
家
達
（
田

安
亀
之
助
）
を
宗
家
の
当
主
と
認

め
た
。
六
歳
の
幼
君
を
駿
河
国
府

中
城
主
（
七
〇
万
石
）
に
命
じ
た
。

海
舟
が
尊
敬
し
兄
事
し
て
い
た
大

久
保
一
翁
は
、
後
見
役
と
し
て
駿

府
城
に
入
っ
た
。

時
代
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り

慶
應
四
年
（
一
八
六
八
）
九
月
八

日
か
ら
明
治
元
年
と
な
る
。
激
動

の
年
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
後
が
大
さ
わ
ぎ
に
な

る
。
三
万
騎
と
云
わ
れ
た
旗
本
の

う
ち
、
一
万
三
千
人
が
沼
津
以
西

駿
府
に
い
た
る
各
地
に
移
住
し
た

の
で
あ
る
。

生
計
の
維
持
に
必
死

海
舟
も
鷹
匠
町
に
居
を
移
し
、

禄
を
失
っ
た
幕
臣
た
ち
の
受
入
れ

に
取
り
組
む
。
私
の
親
戚
で
も
一

六
坪
の
離
れ
に
旗
本
一
家
一
二
名

を
迎
え
た
と
い
う
。
五
千
人
と
も

八
千
人
と
も
云
わ
れ
る
幕
臣
た
ち

の
住
居
、
食
糧
、
薪
炭
等
の
手
当

て
、
刀
を
す
て
た
人
々
の
生
活
を

ど
う
す
る
か
？

一
翁
も
海
舟
も

必
死
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

大
久
保
一
翁
は
伊
勢
の
識
者
で

あ
る
竹
川
竹
斉
と
親
交
が
あ
っ
た
。

竹
斉
は
「
茶
の
栽
培
、
蚕
の
桑
園
」

に
つ
い
て
原
稿
を
書
き
、
一
翁
が

こ
れ
を
出
版
し
て
い
た
。

金
谷
原
（
牧
の
原
）
は
水
利
は

悪
い
が
お
茶
な
ら
水
が
な
く
て
も

い
い
か
？
と
海
舟
は
考
え
た
。

刀
を
鍬
に
持
ち
替
え

し
か
し
資
金
が
な
い
。
明
治
二

年
、
海
舟
は
時
の
総
理
格
の
三
条

実
美
の
許
可
を
得
て
、
旧
大
名
家

か
ら
四
〇
万
両
余
の
金
と
米
五
百

俵
の
助
成
を
受
け
た
。
水
戸
徳
川

家
か
ら
も
七
〇
万
両
を
借
り
受
け

た
。
こ
う
し
て
約
三
百
世
帯
と
も

五
百
世
帯
と
も
い
わ
れ
る
幕
臣
た

ち
は
、
刀
を
鍬
に
持
ち
替
え
て
牧

の
原
（
一
部
は
富
士
山
麓
）
へ
入

植
し
た
。
し
か
し
府
中
の
各
村
に

は
職
も
な
く
、
家
財
や
着
物
等
を

売
っ
て
生
活
す
る
人
々
も
多
く
居

た
。
各
村
の
名
主
た
ち
は
郷
倉
の

米
を
提
供
し
た
よ
う
で
、
私
の
家

に
も
明
治
二
年
二
月
に
米
三
〇
俵

を
差
し
出
し
た
書
類
が
あ
っ
た
。

白
鳥
家
と
の
出
会
い

さ
て
海
舟
は
江
戸
ッ
子
ら
し
い

べ
ら
ん
め
え
調
で
話
を
し
て
い
た

よ
う
だ
が
、
日
々
の
行
動
を
克
明

な
日
記
に
残
し
て
い
る
。

明
治
二
年
五
月
九
日
、
四
七
歳

の
海
舟
は
牛
妻
の
あ
た
り
ま
で
歩

き
、
荻
野
介
左
衛
門
（
38
期
の
故

荻
野
健
氏
宅
か
）
と
会
う
。
安
倍

流
域
の
各
村
の
総
代
名
主
の
白
鳥

惣
左
衛
門
と
も
出
会
う
の
で
あ
る
。

こ
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
白
鳥

本
家
の
先
代
で
先
年
逝
去
さ
れ
た

明
治
二
年
初
夏
の
こ
ろ
、
安
倍

街
道
の
茶
店
で
は
、
今
日
も
街
道

を
行
き
来
す
る
馬
力
挽
き
や
大
八

車
に
荷
を
積
ん
だ
人
た
ち
が
、
汗

を
拭
き
な
が
ら
ひ
と
息
つ
い
て
い

た
。茶

を
す
す
る
も
の
、
メ
ン
パ
飯

を
と
り
出
し
、
お
茶
を
も
ら
っ
て

食
事
す
る
者
、
茶
碗
酒
を
楽
し
む

も
の
等
…
…
。

世
間
話
は
も
っ
ぱ
ら
、
つ
い
先

頃
江
戸
か
ら
移
っ
て
来
た
旧
幕
臣
、

い
わ
ゆ
る
お
泊
り
さ
ん
の
動
静
で

あ
る
。

店
の
一
隅
で
声
高
に
店
の
店
主

と
話
し
て
い
た
白
鳥
惣
左
衛
門
の

話
も
、
や
は
り
政
談
で
、
熱
が
入

る
程
に
、
徳
川
の
幕
臣
が
一
戦
も

交
え
ず
落
ち
の
び
て
来
た
だ
ら
し

な
さ
が
、
面
白
く
も
ね
エ
と
云
っ

故
白
鳥
知
（
さ
と
る
）
氏
（
50
期
）

の
貴
重
な
遺
稿
＝
別
掲
＝
が
あ
る
。

た
調
子
。

一
時
（
い
っ
と
き
）
の
混
雑
が

去
っ
て
店
も
閑
散
と
な
っ
た
こ
ろ
、

一
人
の
武
士
が
飄
然
と
入
っ
て
来

た
。ゆ

っ
た
り
と
店
の
床
机
に
腰
を

下
す
と
、
茶
を
一
服
所
望
し
た
。

も
の
静
か
に
ひ
と
息
入
れ
て
、

周
り
の
話
を
聞
く
と
も
な
く
耳
に

入
れ
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。

な
お
も
惣
左
衛
門
と
お
や
じ
の

話
は
続
い
て
い
た
。

混
乱
の
時
勢
の
中
で
息
を
ひ
そ

め
、
不
安
げ
に
生
業
を
続
け
て
い

る
農
民
た
ち
に
と
っ
て
、
定
か
な

情
報
も
な
い
時
代
で
あ
る
。

人
づ
て
に
耳
に
す
る
町
中
の
動

き
か
ら
推
量
し
て
、
ど
う
な
る
ん

だ
ろ
う
か
と
噂
は
噂
を
呼
ん
で
一

海
舟
の
人
と
な
り
や
時
代
の
流
れ

が
彷
彿
と
す
る
名
文
と
感
ず
る
の

層
不
安
を
募
ら
せ
て
い
た
。

江
戸
か
ら
駿
府
へ
移
住
し
た
幕

臣
は
、
五
千
人
と
も
八
千
人
と
も

言
わ
れ
、
家
族
や
小
も
の
を
含
め

れ
ば
大
変
は
数
に
な
り
、
混
乱
が

続
い
て
い
た
。

あ
る
者
は
食
い
つ
め
て
野
盗
と

な
り
、
あ
る
者
は
な
れ
な
い
手
に

算
盤
を
持
ち
、
町
で
職
に
就
け
な

い
者
は
金
谷
原
（
牧
の
原
）
や
富

士
山
へ
開
拓
者
と
し
て
出
て
行
っ

た
。
人
口
が
急
増
し
た
た
め
、
米

麦
、
薪
炭
な
ど
の
生
活
物
資
が
底

を
つ
き
、
駿
府
の
町
中
は
恐
慌
状

態
に
陥
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
緊
急
事
態
を
収
拾

す
る
た
め
、
駿
府
藩
の
中
老
・
大

久
保
忠
寛
（
一
翁
）
や
幹
事
役
の

勝
安
芳
（
海
舟
）、
山
岡
鉄
太
郎

（
鉄
舟
）
ら
藩
の
幹
部
は
連
日
策

で
紹
介
す
る
。

な
お
知
氏
は
静
岡
市
助
役
や
静

岡
第
一
テ
レ
ビ
常
勤
監
査
役
等
を

歴
任
さ
れ
た
円
満
な
人
格
者
で
あ

っ
た
。

家
康
ゆ
か
り
の
旧
家

因
み
に
私
の
父
喬
（
た
か
し
＝

37
期
）
は
知
氏
と
従
兄
。
水
落
町

に
分
家
し
た
白
鳥
健
治
の
二
男
で
、

私
の
母
の
婿
養
子
と
な
っ
た
。
私

に
と
っ
て
祖
父
の
健
治
は
本
家
白

鳥
惣
平
の
三
男
で
あ
り
、
惣
平
の

父
が
海
舟
と
交
友
の
あ
っ
た
惣
左

衛
門
で
あ
る
。
白
鳥
家
は
慶
長
年

間
に
家
康
公
か
ら
備
前
長
船
の
銘

刀
を
賜
っ
た
、
由
緒
あ
る
旧
家
で

あ
る
。

現
当
主
は
滋
久
氏
（
84
期
、
日

本
航
空
・
機
長
）
で
あ
る
。

を
練
り
、
町
頭
の
萩
原
鶴
夫
や
小

鹿
村
の
学
者
・
出
島
竹
斉
ら
の
意

見
に
耳
を
傾
け
、
町
中
の
商
人
や

在
郷
の
地
主
た
ち
に
協
力
を
求
め

て
い
た
。

茶
代
を
置
い
て
立
ち
去
っ
た
武

士
の
後
ろ
姿
に
村
人
た
ち
は
「
ど

こ
の
人
だ
ろ
う
」
と
さ
さ
や
き
合

っ
て
い
た
。
―
中
略
―

数
日
後
名
主
の
惣
左
衛
門
の
話

で
、
あ
の
武
士
が
勝
安
房
守
安
芳

で
は
な
い
か
と
い
う
。

徳
川
幕
府
が
瓦
解
し
、
明
治
の

御
一
新
を
迎
え
た
と
は
い
え
、
幕

府
最
後
の
陸
軍
総
裁
で
あ
り
、
江

戸
城
開
城
の
立
役
者
と
し
て
、
西

郷
隆
盛
の
名
と
共
に
、
庶
民
の
耳

に
も
聞
こ
え
て
い
た
。

あ
の
日
、
海
舟
の
耳
に
自
分
た

ち
の
放
談
が
聞
こ
え
て
い
た
こ
と

は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

惣
左
衛
門
は
早
速
鷹
匠
町
の
勝

邸
を
訪
ね
、
先
日
の
無
礼
を
詫
び

た
。
海
舟
と
直
接
面
談
で
き
た
の

は
、
こ
れ
が
初
め
て
だ
っ
た
。

「
お
前
さ
ん
の
意
見
は
な
か
な

か
面
白
か
っ
た
よ
」「
こ
れ
か
ら

も
ち
ょ
く
ち
ょ
く
お
い
で
よ
」
と

海
舟
は
気
さ
く
に
話
し
て
く
れ
た
。

―
中
略
―

明
け
て
明
治
三
年
一
月
一
〇
日
、

初
め
て
門
屋
の
名
主
・
白
鳥
惣
左

衛
門
宅
を
訪
れ
た
海
舟
は
、
清
冽

な
谷
川
の
流
れ
や
、
豊
か
な
山
畑

に
囲
ま
れ
た
門
屋
の
た
た
ず
ま
い

が
す
っ
か
り
気
に
い
っ
て
し
ま
っ

た
。特
に
生
来
梅
の
好
き
な
彼
は
、

こ
の
谷
間
の
沢
山
の
梅
の
樹
に
強

く
魅
せ
ら
れ
た
。

加
え
て
当
時
鷹
匠
町
の
屋
敷
に

は
海
舟
の
妻
子
が
住
ま
い
し
、
年

来
病
気
勝
ち
の
母
・
信
子
の
た
め

の
隠
居
所
を
と
考
え
て
い
た
海
舟

は
、
こ
の
門
屋
の
地
に
屋
敷
を
設

け
る
の
が
最
適
と
考
え
た
の
で
あ

る
。こ

の
年
の
一
月
か
ら
二
月
に
か

け
て
頻
繁
に
門
屋
を
訪
れ
た
海
舟

は
、
地
所
を
求
め
、
家
を
建
て
る

準
備
を
し
た
。

二
月
二
五
日
に
は
土
地
の
話
し

白
鳥
家
に
残
る
海
舟
日
記
に
よ

る
と
、
彼
が
兄
事
し
た
大
久
保
一

翁
が
、
明
治
四
年
春
小
鹿
村
に
家

を
建
て
た
―
―
と
あ
る
。
一
翁
は

海
舟
同
様
に
西
郷
隆
盛
が
高
く
評

価
し
た
幕
臣
で
す
。
の
ち
に
初
代

東
京
知
事
に
な
る
人
物
の
家
が
ど

こ
に
あ
っ
た
の
か
？

併
せ
て
海

舟
の
ご
子
孫
の
消
息
に
つ
い
て
も
、

ご
存
知
の
方
、
ご
一
報
下
さ
れ
ば

幸
い
で
す
。
ま
た
拙
稿
に
つ
い
て

同
窓
諸
兄
の
御
高
評
い
た
だ
け
れ

ば
誠
に
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

資
料
ご
提
供
い
た
だ
い
た
白
鳥

家
、美
奈
子
様
に
心
か
ら
感
謝
し
、

諸
霊
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

時
代
考
証
に
つ
き
ま
し
て
は
〝
勝

海
舟
を
動
か
し
た
男
・
大
久
保
一

翁
〞
―
―
の
著
者
で
あ
る
古
川
愛

合
い
も
つ
き
、
二
八
日
に
は
寺
の

東
側
の
山
つ
き
、
二
反
八
畝
一
一

歩
（
約
二
八
〇
〇
平
方
米
）
を
（
白

鳥
家
よ
り
）
譲
り
受
け
、
代
金
の

支
払
い
も
済
ま
せ
た
。

と
こ
ろ
が
、
三
月
二
五
日
、
海

舟
の
母
信
子
が
亡
く
な
り
、
千
代

田
村
に
あ
る
蓮
永
寺
に
墓
所
を
求

め
葬
っ
た
。

母
の
隠
居
住
ま
い
は
果
た
せ
な

か
っ
た
が
、
以
来
海
舟
は
寸
暇
を

得
て
は
、
門
屋
の
家
に
来
て
、
ひ

そ
か
に
要
人
と
会
い
、
ま
た
村
人

と
肩
の
こ
ら
な
い
ひ
と
刻
を
楽
し

ん
だ
。
惣
左
衛
門
の
孫
娘
き
の
に

英
語
の
単
語
を
教
え
た
の
も
こ
の

頃
で
あ
っ
た
。
―
中
略
―

門
屋
の
家
屋
は
海
舟
が
没
後
、

白
鳥
家
に
譲
ら
れ
た
。
白
鳥
家
の

屋
敷
内
に
移
築
し
保
存
し
て
来
た

が
、
現
在
は
同
所
宝
寿
院
境
内
に

あ
り
、
客
殿
と
し
て
大
切
に
保
存

さ
れ
て
い
る
。

追
記

海
舟
は
明
治
三
二
年
一

月
一
九
日
没
、
七
七
歳
。
墓
所
は

東
京
都
大
田
区
南
千
束
二
（
洗
足

池
畔
）
に
あ
る
。

哲
氏
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

海
舟
に
つ
い
て
調
べ
る
う
ち
に
、

引
き
つ
づ
き
書
き
た
い
な
…
…
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
翁
や
海
舟
さ
ら
に
西
郷
等
百

年
に
一
人
く
ら
い
し
か
出
な
い
人

物
の
魅
力
で
し
ょ
う
か
？

こ
ん

な
人
達
が
現
代
（
い
ま
）
の
政
界

に
い
た
ら
い
い
の
に
…
…
と
し
み

じ
み
感
じ
ま
し
た
。
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の
略
歴

静
岡

市
葵
区
有
永
生
ま
れ
。
静
岡
法
経

短
大
中
退
。
郵
便
局
長
を
経
て
静

岡
市
議
三
期
。
郷
土
史
等
、
歴
史

研
究
に
意
を
注
い
で
い
る
。
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勝
海
舟
と
駿
府

幕臣の移住に奔走

織
田
三
喜
彦
氏
（
67
期
）

「
勝
海
舟
と
門
屋
」
白
鳥

知
氏

平
成
10
年
記

海
舟
の
子
孫
や

一
翁
の
家
は
？

お
願
い
と
御
礼

故

白
鳥
知
氏
（
50
期
）
遺
稿
に
詳
述

明
治
初
期

門
屋
の
人
々
と
交
流

山行を楽しむ織田三喜彦氏

静
岡
市
葵
区
門
屋
の
宝
寿
院
内
に
あ
る
「
海
舟
庵
」

門
屋
の
白
鳥
本
家


